
はじめに
現在、ICTを活用した施策を建設現場に導入することにより、建設生産システム全体の
生産性向上を図り、魅力ある建設現場を目指す「ｉ-Construction」が推進されている。
九頭竜川橋は、完成までの工期が厳しく、複数の異なる工種を同時に施工することから、
現場作業の効率化が求められた。そこで、次の内容を提案することとした。
構造物の型枠組立やコンクリート打設後における出来形検査などは、現場技術者が品
質を確認しているが、複数人で寸法を検査・記録し、作業に時間を費やしている。 そこで、
技術者の省人化・検査時間短縮を目的として、九頭竜川橋でＭＲ技術を試行した。

複合現実（Mixed Reality：MR) 技術とは
バーチャルモデルと現実空間を重ね合わせ現実世界と仮想モデルを同一空間上に表現する技術
〇グラフィックコンピュータであるＭＲデバイスを使用
●計測は周囲の空間を3D形状として認識する「空間マッピング」機能を使用

●リアルタイムに赤外線センサから3Dメッシュデータを作成し空間上で寸法計測

工 事 名：大野油坂道路九頭竜川橋上部工事
構造形式：ＰＣ4径間連続箱桁橋
橋 長：273ｍ
工 法：張出し架設

ＭＲを活用した九頭竜川橋橋梁施工について
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BIM/CIMモデルをクラウド経由でMRデバイス

に取り込み、その画面上で型枠・出来形寸法を計

測、その場で設計モデルと比較・確認し型枠・出来

形の図面レス検査ができます．また、配筋の重畳

検査も可能です．これらにより、省人化・省力化に

よる品質管理の効率化が図れます。

MR技術による配筋・型枠・出来形検査の効率化

工 事 概 要

Ｍ Ｒ 技 術 の 特 徴 ・ 効 率 化 へ の 取 組 み



ＭＲシステムの検証
【令和元年 ５月 実施】
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建設現場の生産性の効率化の検証と実施効果
【令和元年 ９月 実施】

九 頭 竜 川 橋 で の 効 率 化 の 検 証 ・ 成 果

大野油坂道路九頭竜川橋上部工事ＭＲ技術を用いた配筋・型枠検査現場見学会

日 時：令和元年１０月３日 場 所：福井県大野市下山（九頭竜川橋上部工事現地）

福 井 河 川 国 道 事 務 所 M R 現 場 見 学 会 開 催・ 効 果

● 得られた成果
・ 現場の品質管理は、限られた時間内に監督職員や品質証明員が広範囲を検査することから、
作業時間短縮や省人化(１人計測)により作業の効率化が可能であることを検証できた。

①ＭＲは鉄筋3Dモデルと配置間隔を確認できますね（良好点）
②ＭＲデバイスの画面に投影される画角のズレはどうですか？
③今後のMR検査の展開をどのように取り組まれるのでしょうか？
④ＭＲで鉄筋かぶりなども計測できますか？

見学会での皆様の声(主な良好点・疑問点）

回答：②は問題はありません。③、④は、以下を考えています。
●ＭＲ検査機能の充実（現在計測できてない かぶり計測など）
⇒配筋検査リモート相互の検査手法・計測場所の表示・測量(TS)
機器との連携により、計測精度を向上させる（COVID-19 3密を回避）
●ベテラン技能者と変わらない若手技能者の現場作業への教育
⇒若手の鉄筋・型枠工などへの教育・指導「見える化」に活用

疑問点の回答・今後のカイゼンへの取組み案の創出・期待

ICT技術高度化：「働き方改革の推進」・「若手の入職確保」へ期待
●ＭＲ技術関連動画

●ＭＲ精度に問題がないことを事前確認


